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あらまし：昨年、本学会で、ランダムテキストに基づく文字列類似度を発表し、「飯箸法」として一定の普及

を見ることができた。著作権や工業所有権をめぐる争いはますます増加している。それらの争いの解決には、

よりいっそう精緻な文字列類似度の計測法が必要である。今回は、ランダムに出現する文字ではなく、対象

文字列空間に出現する文字の出現頻度に基づく正規化された新たな尺度を提案する。文字列類似度計測法の

飯箸法第２類である。 
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1 はじめに

昨年、本学会で、ランダムテキストに基づく文

字列類似度の計測法を発表した[5]。今回は現実の
文字列比較空間に存在する文字の出現確率を基に

したキーテキストを採用することによって、精緻

化を図る。 
昨年発表したランダムテキストに基づく文字列

類似度の計測法[5]は、教育的効果が高いので、
「（飯箸法）第１類」として残しておくことにする。 
今回は、現実の文字列比較空間に存在する文字

の出現確率を基にした、比較空間に共有されるキ

ーテキストを用いて、オリジナリティと類似性に

関する正規化された汎用的尺度（飯箸法第２類）

を提案する。また、実際に 2組のテキストを用い
て、この新しい尺度（飯箸法第２類）を用いた計

算結果と、昨年発表したランダムテキストに基づ

く文字列類似度の計測法[5]（飯箸法第１類）と
Levenshtein距離の 3種類の値を比較する。 
 
2 文字列類似度の汎用的尺度 

テキスト間の相互類似度 
 
 
 
テキスト間の相対類似度 
 
 
 

対象文字列空間に出現する文字の出現頻度に基づ

く正規化された新たな尺度（飯箸法第２類）にお

ける類似度は次のとおりである。 
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諸元は次のとおりである。 
使用される文字種の数          N

テキストＡのテキスト長               at

テキストＢのテキスト長             bt

キーテキストの数           ba ,mm

それぞれのキーテキストのテキスト長 
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         ami321 ,,,,,,:A k･･k･･kkk

             bmi321 ,,,,,,:B k･･k･･kkk

それぞれのキーテキスト に含まれる文

字 の出現確率を と

する。 
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3 飯箸法第２類、飯箸法第１類[5]、飯箸法第1

類とLevenshtein 距離の比較 

 
表 1 尺度の性格比較 

 飯箸法 
第２類 

飯箸法 
第１類 

Levenshtein
距離 

類似性 ◎ ○ × 
距離 × △ ○ 
独立性 ◎ ○ △ 

 
これらの違いに踏まえて次の 3つ例で計算結果を
示す。 
（例１）test と street 
（例２）aaaaa! To be or not to be. That is 
question と

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx 
aaaaa! 
（例３）「田子の浦ゆ うち出でて見れば 真白にそ 
富士の高嶺に 雪は降りける」（万葉集）[6]と「田
子の浦に うち出でて見れば 白妙の 富士の高嶺
に 雪は降りつつ」（新古今集）[7] 
 

表 2 計算（例 1） 
 飯箸法 

第２類 
飯箸法 
第１類 

Levenshtein
距離 

相互類似性 86 % 25 %  
距離   3 

相互独立性 14 % 75 %  
表 3 計算（例 2） 

 飯箸法 
第２類 

飯箸法 
第１類 

Levenshtein 
距離 

相互類似性 12 % 16 %  

距離   74 
相互独立性 88 % 84 %  

 
表 4 計算（例 3） 

 飯箸法 
第２類 

飯箸法 
第１類 

Levenshtein 
距離 

相互類似性 78 % 71 %  
距離   7 

相互独立性 22 % 29 %  
 
5 結論 

 本報告で示した文字列の類似度に関する汎用的

な尺度（第２類）は、先に発表した第１類を超え

てテキストの類似度、遺伝子配列における類似度

などにおいて、より概括的普遍的な尺度を与える

ものと期待できるものである。 
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